
                           

 

 

             学学学学    長長長長    定定定定    例例例例    記記記記    者者者者    会会会会    見見見見        要要要要    項項項項   

 

 

日  時： 平成２７年９月４日（金） １１：００～１１：３０ 

場  所： 理学部 13 番教室（理学部 1 号館 1 階） 

 

 

    発表事項   

１． 新研究科等の設置について 

２． 大学・企業の連携による女性研究者の活躍支援事業を開始します 

 

  お知らせ   

１． 『平成２７年度奥の細道マイスター養成事業公開講座』について 

２． 三大学合同「不思議で楽しい科学・理科体験教室」を東京サテライトで開催 

３． 人文学部公開講座「地域を学び、地域を考える」の開催 

４． 「ドキュメンタリーに見る現在 台湾の光と影 映像は語る」について 

５． 山形大学参加のNASAの小型衛星計画が第一次審査通過 

６． 勉強会＆米粉100％パン作り体験「あなたも米粉料理で大発明」の開催 

７． 第8回山形大学高校生朗読コンクールの開催（再通知） 

 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日  時：平成２７年９月１５日（火）１１：００～１１：４５ 

場  所：事務局第二会議室（小白川キャンパス事務局棟４階） 



プレス発表資料プレス発表資料プレス発表資料プレス発表資料                 

 

                               平成２７年９月４日                 

山 形 大 学 

新研究科等の設置について 

平成28年4月に大学院有機材料システム研究科と大学院理工学研究科・物質

化学工学専攻を新設します。 

８月21日付けで文部科学省に有機材料システム研究科（研究科の設置）と理

工学研究科・物質化学工学専攻（研究科の専攻の設置）に関する「設置報告書」

を提出しました。 

今後、速やかに学生募集を開始し、平成28年4月から学生を受け入れます。 

なお、本学における研究科の設置は、平成21年4月の教育実践研究科以来と

なります。 

新研究科等の概要は以下、及び別添のとおりです。 

 

 

●有機材料システム研究科（研究科の●有機材料システム研究科（研究科の●有機材料システム研究科（研究科の●有機材料システム研究科（研究科の設置設置設置設置））））    

        博士前期課程博士前期課程博士前期課程博士前期課程    有機材料システム専攻有機材料システム専攻有機材料システム専攻有機材料システム専攻    入学定員入学定員入学定員入学定員    65656565    学位学位学位学位    修士（工学）修士（工学）修士（工学）修士（工学）    

        博士後期課程博士後期課程博士後期課程博士後期課程    有機材料システム専攻有機材料システム専攻有機材料システム専攻有機材料システム専攻    入学定員入学定員入学定員入学定員    10101010    学位学位学位学位    博士（工学）博士（工学）博士（工学）博士（工学）    

 

① 人材の養成 

有機材料を最大限に活用した新たな付加価値を持つシステム、すなわち有機

材料システムは、人と人、人とモノを有機的につなげ、アンビエントな社会

を実現するための社会基盤技術として高まっている分野であり、当該技術を

社会（地域）実装するためのエンジンとなる人材を養成する。 

② 教育研究上の目的 

有機材料分野の基礎から応用に至る知識を修得することのみならず、他分野

との融合や境界領域での研究開発・実用化技術開発を推進できる人材、グロ

ーバルな視点から自分の考えを提案、更にはリーダーシップを発揮できる人

材を育成することを教育の目標とし、有機材料分野及び他分野との融合領域

で世界をリードできるような成果の創出を研究の目的とする。 

    

    

    



●理工学研究科（専攻の●理工学研究科（専攻の●理工学研究科（専攻の●理工学研究科（専攻の設置設置設置設置））））    

        博士後期課程博士後期課程博士後期課程博士後期課程    物質化学工学専攻物質化学工学専攻物質化学工学専攻物質化学工学専攻    入学定員入学定員入学定員入学定員    3333    学位学位学位学位    博士（工学）博士（工学）博士（工学）博士（工学）    

 

① 人材の養成 

・産業基盤を支える化学技術の発展に向け、新たな物質の創成や新技術の開発

などを行える人材 

・最先端の科学技術と広汎な基盤的技術を共に修得し、研究開発の場において

先導的な立場に立てる人材 

・幅広い素養と柔軟な発想を持ち、グローバルな情報収集能力と発信能力を備

えた人材 

② 教育研究上の目的 

 ①に示した人材を養成するとともに、博士後期課程の研究を通して、環境・

エネルギー・食料・健康等の地球規模で抱える諸問題の解決、新規無機・有

機材料、ナノ粒子等の機能性物質の創成、新たな化学分析技術の開発、低コ

スト・高性能化学装置の開発に必要な知見の蓄積等を行い、化学・化学技術

の発展と化学産業の基盤強化に貢献することを目的とする。 

 

 

●研究科の●研究科の●研究科の●研究科の設置設置設置設置と理工学研究科と理工学研究科と理工学研究科と理工学研究科のののの専攻の専攻の専攻の専攻の設置設置設置設置に伴う研究科の専攻の廃止・入学に伴う研究科の専攻の廃止・入学に伴う研究科の専攻の廃止・入学に伴う研究科の専攻の廃止・入学

定員の変更定員の変更定員の変更定員の変更 

 ○研究科の専攻の廃止 

理工学研究科 

博士前期課程 機能高分子工学専攻【廃止】     △30 

    博士前期課程 有機デバイス工学専攻【廃止】    △25 

    博士後期課程 有機材料工学専攻【廃止】      △ ９ 

○入学定員の変更 

理工学研究科 

    博士前期課程 ものづくり技術経営学専攻［定員減］ △ 4 

    博士後期課程 電子情報工学専攻［定員減］     △ １ 

    博士後期課程 機械システム工学専攻［定員減］   △ １ 

博士後期課程 ものづくり技術経営学専攻［定員減］ △ 2 

 

 

 

（お問い合わせ先） 

工学部事務部 事務部長 高橋俊一 

Tel：０２３８－２６－３００１ 

Mail：koumcho@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 



大学院理工学研究科大学院理工学研究科大学院理工学研究科大学院理工学研究科

博士前期課程博士前期課程博士前期課程博士前期課程

〇有機デバイス工学専攻〇有機デバイス工学専攻〇有機デバイス工学専攻〇有機デバイス工学専攻 ２５人２５人２５人２５人

〇機能高分子工学専攻〇機能高分子工学専攻〇機能高分子工学専攻〇機能高分子工学専攻 ３０人３０人３０人３０人

〇物質化学工学専攻〇物質化学工学専攻〇物質化学工学専攻〇物質化学工学専攻 ３８人３８人３８人３８人

博士後期課程博士後期課程博士後期課程博士後期課程

〇有機材料工学専攻〇有機材料工学専攻〇有機材料工学専攻〇有機材料工学専攻 ９人９人９人９人

有機デバイス工学分野有機デバイス工学分野有機デバイス工学分野有機デバイス工学分野 機能高分子工学分野機能高分子工学分野機能高分子工学分野機能高分子工学分野

（研究科の設置）（研究科の設置）（研究科の設置）（研究科の設置）

大学院大学院大学院大学院有機材料システム研究科有機材料システム研究科有機材料システム研究科有機材料システム研究科

有機材料システム専攻有機材料システム専攻有機材料システム専攻有機材料システム専攻

博士前期課程博士前期課程博士前期課程博士前期課程 ６５人６５人６５人６５人

博士後期課程博士後期課程博士後期課程博士後期課程 １０人１０人１０人１０人

（専攻の設置）（専攻の設置）（専攻の設置）（専攻の設置）

大学院理工学研究科大学院理工学研究科大学院理工学研究科大学院理工学研究科

博士前期課程 （既設）

物質化学工学専攻 ３８人

博士後期課程博士後期課程博士後期課程博士後期課程 （専攻の設置）（専攻の設置）（専攻の設置）（専攻の設置）

物質化学工学専攻物質化学工学専攻物質化学工学専攻物質化学工学専攻 ３人３人３人３人

主な教育研究分野

有機化学

無機化学

物理化学

化学工学

電気化学

超伝導材料

セラミックス

機能性材料

環境化学

エネルギー制御

プロセス開発

安全工学

設備開発

現現現現 状状状状

物質化学工学分野物質化学工学分野物質化学工学分野物質化学工学分野

主な教育研究分野

有機EL

有機トランジスタ

有機太陽電池 スマートプリンタ

ヘルスケア

Liイオン電池

有機ＩＣＴ

バイオ材料

ｽﾏｰﾄﾃﾞﾊﾞｲｽ

融合システム融合システム融合システム融合システム応用応用応用応用基礎基礎基礎基礎

分子創成

分子プロセス

解析

基礎

エネルギー化学

電子移動

計測化学

分析化学

固体物性

応用

快適空間
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                                   平成２７年９月４日                 

山 形 大 学 

大学・大学・大学・大学・企業の連携による女性研究者の活躍支援事業を開始します。企業の連携による女性研究者の活躍支援事業を開始します。企業の連携による女性研究者の活躍支援事業を開始します。企業の連携による女性研究者の活躍支援事業を開始します。    

１０月１日米沢キャンパスに連携拠点を設置。仕事と生活の両立支援、共同研

究開発支援等を進め、女性研究者の研究力向上と上位職への積極登用を図ります。 

 

山山山山形大学の特色をなす有機エレクトロニクスを活用した未来の生活創造への女性形大学の特色をなす有機エレクトロニクスを活用した未来の生活創造への女性形大学の特色をなす有機エレクトロニクスを活用した未来の生活創造への女性形大学の特色をなす有機エレクトロニクスを活用した未来の生活創造への女性

研究者の参画をテーマに、これまでの連携実績を活かして共同実施機関（大日本印研究者の参画をテーマに、これまでの連携実績を活かして共同実施機関（大日本印研究者の参画をテーマに、これまでの連携実績を活かして共同実施機関（大日本印研究者の参画をテーマに、これまでの連携実績を活かして共同実施機関（大日本印

刷株式会社研究開発センター・山形県立米沢栄養大学）と共に、刷株式会社研究開発センター・山形県立米沢栄養大学）と共に、刷株式会社研究開発センター・山形県立米沢栄養大学）と共に、刷株式会社研究開発センター・山形県立米沢栄養大学）と共に、ワーク・ライフ・ワーク・ライフ・ワーク・ライフ・ワーク・ライフ・

バランスを支援し、バランスを支援し、バランスを支援し、バランスを支援し、女性研究者が参画する共同研究を推進します。女性研究者が参画する共同研究を推進します。女性研究者が参画する共同研究を推進します。女性研究者が参画する共同研究を推進します。    

    

１．１．１．１．文部科学省補助事業名文部科学省補助事業名文部科学省補助事業名文部科学省補助事業名    

        平成27年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境

実現イニシアティブ（連携型）」 

 

２．２．２．２．推進体制推進体制推進体制推進体制    

        ３機関によるダイバーシティ連携推進会議の設置 

  事務局：山形大学男女共同参画室（男女共同参画推進室米沢分室） 

３．取組の概要３．取組の概要３．取組の概要３．取組の概要    

 ・両立支援制度の構築：研究支援員制度、研究中断者の復帰支援制度等 

 ・女性研究者の裾野拡大：大学・企業交換留学プログラム、メンター制度等 

 ・女性が参画する共同研究促進：共同研究開発ワークショップ・自己啓発合宿等 

 ・女性リーダー輩出：女性が代表となる共同研究への研究支援、セミナー等 

 

４．４．４．４．3333機関合同セミナー・管理職研修会の開催機関合同セミナー・管理職研修会の開催機関合同セミナー・管理職研修会の開催機関合同セミナー・管理職研修会の開催（どなたも参加できます）（どなたも参加できます）（どなたも参加できます）（どなたも参加できます）    

・平成27年１０月２３日（金） 

  第１部（13:00～14:45）共同研究開発セミナー 

   第２部（15:00～17:00）ダイバーシティ研究環境実現 管理職セミナー 

      ・特別講演 「女性研究者のこれまでとこれから～今がチャンス！ 

             未来創造への参画の期待～」 

             小舘香椎子氏（電気通信大学特任教授、日本女子大学

名誉教授） 

 

 

 

 

（お問合せ先）（お問合せ先）（お問合せ先）（お問合せ先）    

山形大学男女共同参画推進室山形大学男女共同参画推進室山形大学男女共同参画推進室山形大学男女共同参画推進室・木村・木村・木村・木村    

電話：電話：電話：電話：023023023023----628628628628----4937493749374937    

EEEE----mail:ymail:ymail:ymail:y----danjo@jm.kj.yamagatadanjo@jm.kj.yamagatadanjo@jm.kj.yamagatadanjo@jm.kj.yamagata----u.ac.jpu.ac.jpu.ac.jpu.ac.jp    







 

 

 

プレス通知資料プレス通知資料プレス通知資料プレス通知資料               （概（概（概（概    要）要）要）要） 

                  

平成２７年９月４日 

山 形 大 学 

    

１１１１．．．．『平成２７年度奥の細道マイスター養成事業公開講座』について『平成２７年度奥の細道マイスター養成事業公開講座』について『平成２７年度奥の細道マイスター養成事業公開講座』について『平成２７年度奥の細道マイスター養成事業公開講座』について    

  〇日  時：平成 27 年 10 月 17 日（土）13:00-16:30 

  〇場  所：山形大学農学部、藤沢周平記念館ほか 

  〇内  容： 第一部 文学散歩「奥の細道と藤沢周平文学ゆかりの地」 

         第二部 講演「松尾芭蕉の庄内、藤沢周平の海坂」 

  〇定  員：文学散歩 40名、講演 80 名 

  〇参 加 費：500 円（文学散歩参加者のみ） 

  〇込方法：チラシ裏面の受講申込書により郵送、FAX、メールのいずれかで 

お申込みください。 

  〇受付期間：平成 27年 9月 3 日(木)～10 月 13 日(火) 

  詳細は別紙チラシをご覧ください。 

    

２２２２．．．．三大学合同「不思議で楽しい科学・理科体験教室」を東京サテライトで開催三大学合同「不思議で楽しい科学・理科体験教室」を東京サテライトで開催三大学合同「不思議で楽しい科学・理科体験教室」を東京サテライトで開催三大学合同「不思議で楽しい科学・理科体験教室」を東京サテライトで開催    

  この企画は、東京工業大学キャンパス・イノベーション・センター（CIC）にオフィスを持つ大学が、地元

の子どもたちに、理科・科学への興味を深めてもらうことを目的として、愛媛大学、高知工科大学と合同で

開催するものです。 

 〇日時：平成 27 年 9月 27 日（日）10:00-16:30 

 〇内容：山形大学では「コンパスを手作りしよう」、「科学に関する展示」の 2 つのコーナーを設け、担当

教授 1名と学生スタッフ 3名が指導します。 

 〇場所：東京工業大学 CIC 5 階（東京都港区芝浦 3-3-6） 

 〇対象：小学生以上（事前申込制）※参加費無料 

   詳細は別紙チラシをご覧ください。 

    

３３３３．．．．人文学部公開講座「人文学部公開講座「人文学部公開講座「人文学部公開講座「地域地域地域地域を学び、地域を考える」の開催を学び、地域を考える」の開催を学び、地域を考える」の開催を学び、地域を考える」の開催    

            人文学部では、10月１日（木）より毎週木曜日５回にわたって公開講座を開講します。本講座では、

「地域を学び、地域を考える」と題し、各講師それぞれの視点から、地域が抱える課題を克服し、活力

を取り戻す道を探ります。 

〇日時：毎回木曜日 18:30-20:10 

     10/1 「地方財政の現状と地域が抱える課題   講師：坂本 直樹（人文学部准教授） 

       10/8 「デマンド型交通と高齢化社会」     講師：砂田 洋志（人文学部教授） 

     10/15「地域包括ケアシステムと会計」     講師：尻無濱 芳崇（人文学部講師） 

       10/22「廃棄物政策と地域活性化」       講師：杉野  誠 （人文学部准教授） 

        10/29「地方圏の製造業と医療機器産業」    講師：山本 匡毅（人文学部准教授） 

〇対象／定員：一般市民・大学生・高校生／定員 30 名 

  〇受講料：一般 2,000 円 ※大学生・高校生は無料 

〇募集期間：平成 27 年 8月 31 日（月）～9月 25日（金） 

詳細は別紙チラシをご覧ください。 

 



 

 

４４４４．．．．「「「「ドキュメンタリーに見る現在ドキュメンタリーに見る現在ドキュメンタリーに見る現在ドキュメンタリーに見る現在    台湾の光と影台湾の光と影台湾の光と影台湾の光と影    映像は語る映像は語る映像は語る映像は語る」について」について」について」について    

  山形大学人文学部附属映像文化研究所と台湾文化部は、10 月 9 日～11 日に遊学館において「ドキュメ

ンタリーに見る現在台湾の光と影 映像は語る」を開催します。 

本企画につきましては、映像文化研究所として報道各社の皆様に記者会見へのご案内を差し上げ、9 月

1 日(火)に紹介する予定でおりました。しかし 9 月 1 日の記者会見が本日(4 日)に延期になった上、企画

者の 3教員が、現在、台湾出張中であるため、本企画につきましたは、9月 15 日（火）開催予定の学長定

例記者会見で説明させていただきます。 

諸般の事情をご賢察の上、ご理解賜りますようお願い申し上げます。 

 

―本件お問い合わせ先― 

人文学部附属映像文化研究所 

「2015 台湾ドキュメンタリー特集」運営委員会 

Tel：023-628-4203 Mail：yu.tw.gilm@gmail.com 

 

５５５５．．．．山形大学参加のＮＡＳＡの小型衛星計画が第一次審査通過山形大学参加のＮＡＳＡの小型衛星計画が第一次審査通過山形大学参加のＮＡＳＡの小型衛星計画が第一次審査通過山形大学参加のＮＡＳＡの小型衛星計画が第一次審査通過    

   本学の郡司修一教授が参加している小型衛星計画IXPEが、NASAの一次審査を通過しました。今回選ばれ

たプロジェクトは13件中3件。さらに1年後の二次審査に通過すれば2020年頃に打ち上げられ、偏光という

新しいプローブで様々な宇宙の高エネルギー現象を観測します。 

詳細は別紙をご覧ください。 

 

６６６６．．．．勉強会＆米粉勉強会＆米粉勉強会＆米粉勉強会＆米粉100100100100％パン作り体験「あなたも米粉料理で大発明」の開催％パン作り体験「あなたも米粉料理で大発明」の開催％パン作り体験「あなたも米粉料理で大発明」の開催％パン作り体験「あなたも米粉料理で大発明」の開催    

 〇日時：平成27年9月5日（土）13:00-16:30 

 〇場所：山形県立米沢栄養大学 

 〇内容：勉強会＆米粉100％パン作り体験 

 〇参加費：無料 

 〇参加資格：学生限定 

 〇持ち物：筆記用具、エプロン、三角巾  

  詳細は別紙チラシをご覧ください。 

 

７７７７．．．．第第第第8888回山形大学高校生朗読コンクールの開催（再通知）回山形大学高校生朗読コンクールの開催（再通知）回山形大学高校生朗読コンクールの開催（再通知）回山形大学高校生朗読コンクールの開催（再通知）    

 〇日時：平成27年9月13日（日）13:30-17:00 

 〇会場：山形市中央公民館多目的ホール 

 〇入場料：無料（全席自由） 

 〇入場・応募方法：事前のお申し込みが必要です。詳細は別紙チラシをご覧ください。 

 

 

以上 



 山形大学では、平成２４年度から一般市民を対象に、奥の細道についてのボランティアガイドを養成する「奥の細道マイ
スター講座」を山形・宮城県内で開講しています。今回鶴岡市で中級講座を開講するにあたり、講義の一部を公開講座とし
て広く一般に開放します。 

 『おくのほそ道』に加えて、山形大学地域教育文化学部の前身の山形師範学校を卒業した作家、藤沢周平の作品世界を探
訪します。 

平成27年度  

公開講座 山形大学 奥の細道マイスター養成事業 

山形大学ｴﾝﾛｰﾙﾒﾝﾄ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部社会連携課 
〒990-8560 山形市小白川町1-4-12 
TEL：023-628-4016   FAX：023-628-4491   E-mail: embml@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 

開催時間  １５：３０～１６：３０ 
 

会   場  山形大学農学部 １０２教室 
 

講   師  山形大学 教授 山本 陽史 

平成２７年１０月１７日 (土) １３：００～１６：３０ 

開催時間  １３：００～１５：２０ 
 

集合場所  山形大学農学部１号館入口  ※１２：３０までにお越しください。 
        （山形県鶴岡市若葉町１－２３：旧国道７号線側） 
 

ﾅﾋﾞｹﾞｰﾀｰ  山形大学 教授 山本 陽史 

予定コース 

農学部発～長山重行邸跡（松尾芭蕉が滞在）～内川乗船の地～ 
 

内川（海坂藩ものの五間川のモデル）岸辺散策～致道館（旧藩校）～ 
 

藤沢周平記念館～農学部到着（１５：２０を予定） 

申込方法： 裏面受講申込書に必要事項をご記入の上、 
                郵送、FAX、メールのいずれかでお申込みください。  

注意事項： 荒天の場合には、文学散歩のルート変更や、 
                藤沢周平記念館の見学のみとなる場合がありますので、 
                ご了承願います。 

参加費 ５００円 
（藤沢周平記念館入館料・保険料等） 

文学散歩参加者のみ 
当日現金でいただきます 

. 

（講演のみの参加は無料） 

参加者募集（先着順） 
文学散歩 40名・講演 80名 

受付期間： ９月３日（木）～ 10月13日（火）   

お問合せ 

お申込み 

※受付開始前のお申込みは無効となりますのでご注意ください。 



ふ り が な 

お  名  前 

  

（ 生  年  月  日） 

                          

  

  

 （      年   月   日生） 

性 別 

  

男 ・ 女 

  

  

ご  住  所 

  

  〒        - 

  

  

  

連絡先電話番号 

  

 ご  自  宅：            -        - 

  

 携帯電話：            -        - 

  

メール  

  

                       @ 

  

 

参 加 方 法 

希望に○をつけてください 

        ※文学散歩ご参加の方は、講演会もご聴講ください 

    文学散歩 ＋ 講演 ・ 講演のみ 

〈申込先〉 山形大学EM部社会連携課 
      〒990-8560 山形市小白川町1-4-12 
 

         FAX：023-628-4491 

         E-mail：embml@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 

「平成２７年度 奥の細道マイスター養成事業」 
公開講座 受講申込書 

※今回記載していただいた個人情報は、この催しに関する事務処理のみに使用いたします。 

※文学散歩は、安全な道・場所を引率者が配慮の上ご案内いたしますが、参加は自己の責任でお願いいたします。 

 （仮に自己の責任に基づく事故・怪我があった場合、主催者側は責任を負いかねます。） 

 お申し込みの際は、以下に必要事項をご記入の上、郵送、FAX、メールの 

いずれかでお申込みください。 

受付
期間 

 平成２７年９月 ３日（木）～１０月１３日（火）  

・公開講座の受付は、先着順となります。 

・受付開始前のお申込みは無効となりますので、 
 ご注意ください。 



 
 
 
 
 
 

●コンパスを 
    手作りしよう 
   磁石とスチロール球で簡単な 
   方位磁石を作ってみよう！ 
 
 

注 意 事 項 
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9月27日 
 

  
 会 場 ： 
 東京工業大学 
 キャンパス・ イノベーションセンター ５階 
 （〒108-0023 東京都港区芝浦3-3-6） 

  

日 
対 象 ● 小学生以上 
参加費 ● 無料 事前申込み制 
     （定員に達しない場合は、当日申込も可能です） 

主   催 ● 山形大学、愛媛大学、高知工科大学 

締   切 ● 2015年9月18日（金） 

       10 : 00～16 : 30  

2015年 
※一回に体験できる人数に限りがありますので、お待ちいただく場合があります。 

山 形 大 学 

愛 媛 大 学 

高 知 工 科 大 学 
●電池と磁石で高速回転！ 
モーターを作ってみよう！ 
  電池、ネオジム磁石、銅線だけで簡単にできる 
  単極モーターが作れるよ！銅線を好きな形に折 
  り曲げて、自分だけのモーターを作ってみよう！ 
   ・所要時間：２０分程度 
   ・一度に作れる人数：１０～２０人 
 
 

●展示 : 磁石と電池で動くもの 
 リニアモーターカーや単極モーターカーなどを展示するよ！ 

不 
思 

い 議 
! 

楽 
で し 

 
 

山形大学東京サテライト（TEL 03-5440-9071） 
愛媛大学東京サテライト（TEL 03-5440-9073） 
高知工科大学東京サテライト（TEL 03-5440-9039） 

お問い合わせ先 

 

●科学に関する展示 
・骨格が透けてみえる、魚などの生き物 
 の「透明標本」を見てみよう！ 
 
 
 

・水の中では固まって、水から取り出す 
 とサラサラになるふしぎな砂「マジッ 
 クサンド」に触ってみよう！ 
 

●虹スクリーンを作ろう！ 
 虹ビーズを使って、虹を観察できる 
 シートを作ってみよう！ 
 電気を消して懐中電灯を使うと、 
 どんな風に見えるかな？ 

 
●光の万華鏡を作ろう！ 
 紙コップと特殊フィルム・偏光板で、世界に一つだけの 
 万華鏡を作りましょう。         ・所要時間：１５分程度 
 

   【＊万華鏡は、お持ち帰りいただけます！＊】 

＋ 

B
A
T
T
E
R
Y
 

磁石 

1. 会場内外での事故等については責任を負いかねます。特に、会場までの行き帰りについては、
保護者の方が引率されるなど、児童・生徒さんの安全への配慮をお願いします。 

2. 貴重品の会場内への持ち込みはご遠慮願います。やむを得ず持ち込む場合は、各人の責任のも
と常に身につけておくようにしてください。 

3. 当体験教室会場の模様については、写真撮影の上、各種広報誌やＷｅｂ上等に掲載することを
予定しておりますので、あらかじめご了承願います。なお、児童・生徒の顔写真の撮影等につ
き特段のご要望がある場合は、会場受付にお申し出くださるようお願いいたします。 



参 加 申 込 書 

申込先 
 

FAX: 03-5440-9071  E-mail: tokyo@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 

山形大学東京サテライト宛 

不
思

い議
!

楽
で し

 お申し込みの際は、以下に必要事項をご記入の上ＦＡＸをお送りいただくか、以下の情報を
入力してE-mailをお送りください。 

※必ず保護者の同意を得てから申し込んで下さい。 
※参加申込書の個人情報は、本イベントの手続きにのみ利用させていただきます。 
※お申し込み完了のお知らせ等は特にございません。 

 

参 加 者 氏 名 （ ふ り が な ） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ご 住 所
〒　　－

連 絡 先 電 話 番 号

学 年 （ 年 齢 ） 　　　　　　　　　　　　　年生　　　（　　　　　歳）

希 望 時 間 帯 　　　□　午　前　　　・　　　□　午　後　      　　　希望をチェックして下さい

注 意 事 項 　　　□　確 認 済 み　　　　　　　      　　       表面注意事項を確認の上、チェックして下さい

① 

② 

参 加 者 氏 名 （ ふ り が な ） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ご 住 所
〒　　－

連 絡 先 電 話 番 号

学 年 （ 年 齢 ） 　　　　　　　　　　　　　年生　　　（　　　　　歳）

希 望 時 間 帯 　　　□　午　前　　　・　　　□　午　後　      　　　希望をチェックして下さい

注 意 事 項 　　　□　確 認 済 み　　　　　　　      　　       表面注意事項を確認の上、チェックして下さい











 

                                  

プレス通知資料プレス通知資料プレス通知資料プレス通知資料    

 

平 成 ２ ７ 年 ９ 月 4日                 

山 形 大 学 

 

山形大山形大山形大山形大学学学学参加の参加の参加の参加のNASANASANASANASAの小型衛星計画が第一次審査通過の小型衛星計画が第一次審査通過の小型衛星計画が第一次審査通過の小型衛星計画が第一次審査通過    

本学の郡司修一教授が参加している小型衛星計画IXPEが、NASAの一次審査を

通過しました。今回選ばれたプロジェクトは13件中3件。さらに1年後の二次審査

に通過すれば2020年頃に打ち上げられ、偏光という新しいプローブで様々な宇宙

の高エネルギー現象を観測します。 

 

NASANASANASANASAマーシャルスペースフライトセマーシャルスペースフライトセマーシャルスペースフライトセマーシャルスペースフライトセンターンターンターンター(NASA/MSFC)(NASA/MSFC)(NASA/MSFC)(NASA/MSFC)では、宇宙の高エネ

ルギー現象を偏光という新しいプローブで探るため、今まで未開拓であった偏光情偏光情偏光情偏光情

報を取得できる報を取得できる報を取得できる報を取得できるXXXX線望遠鏡の開発線望遠鏡の開発線望遠鏡の開発線望遠鏡の開発を進めてきました。本望遠鏡が稼動すれば、ブラッブラッブラッブラッ

クホール近傍の時空の歪みの検出クホール近傍の時空の歪みの検出クホール近傍の時空の歪みの検出クホール近傍の時空の歪みの検出や一般相対性理論の実験的な検証般相対性理論の実験的な検証般相対性理論の実験的な検証般相対性理論の実験的な検証が可能になると

考えられています。 

山形大学の郡司教授は、サイエンスコラボレーターサイエンスコラボレーターサイエンスコラボレーターサイエンスコラボレーターとしてこのプロジェクト

(IXPE)に参加し、検出器開発に対しての助言や科学的成果をあげるために必要なア

ドバイスを行ってきました。そして昨年度IXPE計画の提案書がNASAの中央本部に

提出されたことについて、昨年12月9日の学長定例会見でお知らせしましたが、こ

の度第一次審査に通過したとの知らせを受けました。 

今回一次審査に通過したプロジェクトは13件中3件であり、3つのプロジェクトは

1年後に二次審査を受けることになります。そして二次審査に合格すれば、2020年

頃に打ち上げが行われ、実際の観測がスタートします。  

 

 

 

 

（お問合せ先）（お問合せ先）（お問合せ先）（お問合せ先）    

    所属所属所属所属    山形大学山形大学山形大学山形大学学術研究院学術研究院学術研究院学術研究院    教授教授教授教授    郡司郡司郡司郡司    修一修一修一修一    

電話電話電話電話    023023023023----628628628628----4555455545554555    

EEEE----mailmailmailmail : gunji@sci.kj.yamagata: gunji@sci.kj.yamagata: gunji@sci.kj.yamagata: gunji@sci.kj.yamagata----u.ac.ju.ac.ju.ac.ju.ac.jpppp 





※申込書にご記入頂いた個人情報は、この催しに関する事務処理のみに使用いたします。 

平成27年度 第８回山形大学高校生朗読コンクール/群読劇「ビルマの竪琴」  

入場申込書 

ふ り が な 

代表者氏名   

代表者住所 
〒         ―   

  

電話番号       ―       ―  FAX       ―       ―  

複数人でのお申込みの場合は、観覧希望者全員のお名前（ふりがな）を下記にご記入ください。 

申込み人数  同行者氏名（ふりがな）     

人       

山形大学特別プロジェクト「いま、言葉を東北の灯に」 

第8回山形大学高校生朗読コンクール～高村光太郎作品より～ 

群読劇「ビルマの竪琴」 

【出演者プロフィール】 

磯部 勉 （いそべ・つとむ） 
桐朋学園大学短期大学部を卒業後、劇団俳優座に入団。シェイクスピア作品を中心に多くの舞台に出演。俳優座以外に
も清水邦夫氏の木冬社や蜷川幸雄氏などの作品に参加。中島貞夫監督の映画『さらば、わが友 実録大物死刑囚たち』
（1980年公開）で主人公の死刑囚役を演じる。また昨年の『軍師官兵衛』をはじめNHK大河ドラマに多数出演。外国映画の
吹替えではハリソン・フォードやメル・ギブソン、ジョージ・クルーニーなどを担当する他、アニメの吹替え、ナレーションなど
も多数。 

大西 多摩恵 （おおにし・たまえ） 
仲代達矢氏の主宰する無名塾に１期生として入塾。『肝っ玉おっ母と子供たち』『リチャード三世』などに出演。2000年の退
団まで23年間在籍する。永井愛主宰の二兎社で『時の物置』『兄帰る』や、こまつ座『頭痛肩こり樋口一葉』、劇団東京
ヴォードヴィルショー『無頼の女房』、宮本亜門演出『金閣寺』など多くの作品に出演。『龍馬伝』（NHK）『相棒10』（EX系）な
どテレビドラマでも活躍。ＮＨＫの海外ドラマシリーズ『ダメージ』では主演のグレン・クローズの声を担当。 

佐藤 正文 （さとう・まさふみ） 
演技トレーナー、演出家、俳優。尚美学園大学芸術情報学部客員教授、日本大学藝術学部非常勤講師。 
桐朋学園大学演劇専攻科卒業。劇団俳優座、安部公房スタジオを経てフリー。俳優座劇場プロデュース、無名塾、地人会
などの公演に多数出演。1996年米国コロンビア大学の安部公房シンポジウムで演技術・安部公房システムを紹介。平成
26年度山形市舞台芸術セミナー「朗読講座」の講師を務める。大手芸能プロダクションで演技レッスンを担当、多数の俳優
を育成する。 

【演出・出演】 

山形大学高校生朗読コンクールは東北出身の作家の文章・東北を描いた作品を課題として取り上げ、将来の東北を担う若い
才能を発掘します。東北６県から応募して予選を突破した高校生たちが、福島県にゆかりのある詩人で彫刻家でもある高村光
太郎の作品を朗読します。また、群読劇「ビルマの竪琴」（原作：竹山道雄）では演出は酒田市出身の佐藤正文さん、出演者と
して磯部勉さん、大西多摩恵さんを招き、山形の子どもたち、一般市民の皆さん、山形大学学生とともに舞台を作り上げます。 

【朗読コンクール・群読劇について】 

○応募方法 
 入場申込書に、代表者氏名、代表者住所、電話番号、同行者氏名、合計人数(５名まで）をご記入の上、郵送・電話・FAX（EM 
 部社会連携課宛）・メールのいずれかからお申込みください。 申込み締切：平成27年9月9日(水) 
  ※電話によるお申込み・お問い合わせは、平日9時～17時にお願いいたします。  

【入場・応募方法】 入場には事前申込みが必要です（当日も入場を受付けます） 

○当日の受付方法 
 事前にお申込みの方はお名前を確認させていただきます。お申込みでない方は受付簿にご記名ください。 

   〈お申込み先〉 
     山形大学エンロールメント・マネジメント部社会連携課 〒990-8560 山形市小白川町1-4-12 
     Tel：023-628-4016  Fax：023-628-4491  E-mail：embml@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 

  


